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脱
炭
素
に
不
可
欠

技術で
末

C
O.
2
分
離
材
酎
久
牲
評
価

素
(
C
0
2)

を
回
収・

吸
収
し
て
貯
留・
固
定
化

す
る
こ
と
で
排
出
量
を
マ

イ
ナ
ス
に
す
る

技術
で
あ

る
「
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
エ
ミ
ッ

膜
な
ど
C
0
2

分
離
材
料
は 、
模
擬
ガ
ス
を
材
料
に
す
る
加
速
劣
化
試
験
装
置
ら
な
る
室
温
で
液
体
の

i

シ
ョ
ン」
が
欠
か
せ
な
の
耐
久
性
が
重
要
と
な
暴
露
し
な
が
ら
加
熱
し 、

と
評
価
手
法
を
構
築
し
塩）
を
用
い
た
分
離
膜
を
i

門究

い 。
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ガ
テ
る 。
大
気
に
は
C
O
2 、

排
ガ
ス
を
質
量
分
析 、
材
た 。
一
例
と
し
て 、
イ
オ
評
価
し
た 。
イ
オ
ン
液
体
�

部

ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術
窒
素
(
N
2)

の
ほ
か
酸
料
を
各
種
分
光
法
で
追
跡
ン
液
体
（
イ
オ
ン
の
み
か
を
対
象
に
加
速
劣
化
試
験
i

研
プ

の
中
で
も 、
空
気
中
の
C
素(
0
2) 、

水
蒸
気
な
ど

を
実
施
し
た
後 、
劣
化
し
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ス
―
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ル

0
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を
分
離
回
収
す
る
直
が
含
ま
れ 、
酸
化
や
加
水

た
イ
オ
ン
液
体
を
膜
化
し

一

ロ
グ
長

接
空
気
回
収
技
術
(
D
A
分
解
に
よ
る
材
料
の
劣
化

て
C
0
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透
過
性
能
の
変
�
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C)

は
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
は
避
け
ら
れ
な
い 。
長
期

化
を
解
析
し
た 。
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ル
が
大
き
く 、
実
証
が
進
運
転
を
見
据
え
る
と 、
分

劣
化
に
お
い
て
は 、
特
i

研
材
グ

ん
で
い
る 。

離
性
能
が
時
間
と
と
も
に

定
の
イ
オ
ン
液
体
で
は 、
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C
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分
離
技
術
と
し
か
を
把
握
し 、
寿
命
を
見

体
の
カ
チ
オ
ン
（
陽
イ
オ
性
は
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
た 。

耐
久
性
評
価
技
術
を 、
C

気
候
変
動
問
題
に
関
す
て 、
液
体
や
固
体
に
吸
収
積
も
る
評
価
技
術
が
不
可

ン）
・

ア
ニ
オ
ン
（
陰
イ
劣
化
が
喧
ち
に
性
能
低
下
0
2

分
離
材
料
全
般
に
展

る
国
際
的
な
枠
組
み
で
あ
や
吸
精
さ
せ
る
方
法 、
C
欠
に
な
る 。

オ
ン）
双
方
が
分
解
し 、

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
開
し 、
産
業
界
と
共
有
で

る
「
パ
リ
協
定」
で 、
世
0
2

を
選
択
的
に
透
過
す

0
2

分
庄
や
温
度
の
上
昇
知
見
は 、
材
料
設
計 、
運
き
る
共
通
基
盤
へ
と
発
展

装
置・
手
法
構
築

界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
る
膜
で
分
離
す
る
方
法
が

に
伴
い 、
よ
り
速
く
分
解
転
温
度
や
交
換
時
期
を
合
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で
あ

業
革
命
前
と
比
べ
て
1•

あ
る 。
実
用
化
に
向
け
て

そ
こ
で 、
産
業
技
術
総

し
た 。
一
方 、
性
能
に
関
理
的
に
決
め
る
上
で
重
要
る 。
日
本
発
の
高
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久
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5
度
C
に
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え
る
「
1・

は 、
こ
れ
ら
固
体 、
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体 、
合
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所
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研）
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し
て
は 、
ア
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オ
ン
が
40
で
あ
る 。
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離
材
料
の
発
見
に

5
度
C
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ナ
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オ」
が
掲

％
分
解
す
る
ま
で
は
C
o

貢
献
で
き
る
よ
う 、
研
究

産
業
共
通
基
盤
に

げ
ら
れ
た 。
こ
の
実
現
に

2
と
N
2

が
膜
を
透
過
す

を
進
め
る 。

は 、
大
気
中
の
二
酸
化
炭

る
速
度
は
増
大
し 、
選
択

加
速
劣
化
試
験
に
よ
る

（
木
曜
日
に
掲
載）
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